
「ハンセン病問題を正しく理解する週間」に対する取組として，「あん」という映画を視聴して，ハンセン病

問題について考えました。この映画は，鹿屋の星塚敬愛園で生活をされている上野正子さんをモデルとしたも

のです。今回は，家庭教育学級との共同開催で，保護者の方々もビデオを視聴し，生徒と一緒に差別について

考えました。映画は，観ている私たちの胸を強く打つもので，そのあとの話し合い活動や，アンケートの中で

も，「ハンセン病問題だけでなく差別について，深く考えさせられた時間となった」と書かれていました。校長

先生からの講話もあり，いかに差別が自己中心的な考えで，相手をとても傷つけるものであるものか，という

ことを考えることができました。これからも，正しい知識と理解のもと，みんなで差別のない社会を築き上げ

ていきましょう。 

 ５月 29 日にスケッチ大会が行われました。今年のスケッチ大会

は，生徒それぞれが校内の気に入った場所を思い思いのアングルで

独自の作品に仕上げていました。日頃から生徒たちは鈴木先生の指

導のもと，美術の授業を頑張っています。作品展等にもたくさん応

募し，いろいろな賞を受賞しています。 

鈴木先生は週に１日本校にいらっしゃいますが，日頃から「笠利

中の生徒は絵がとっても上手ですよ」と褒めてくださいます。皆さ

んのやる気と頑張りで，これからも素敵な作品を仕上げてくれるこ

とを期待しています。 

  

 奄美市教育委員会 教

育長 要田憲雄先生をは

じめ，市教委の先生方

が，年度当初の学校訪問

として，皆さんの学習の

様子を参観するために来

校されました。市教委の

先生方は，日頃から「笠

利の子どもたちを大切に

してほしい」とおっしゃ

っています。これからも

自分の将来のために，し

っかり学力・体力を付け

られるよう，頑張ってい

きたいですね。 
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ＰＴＡ総務部からの連絡です。「コロナウイルス感染症対策のため，今年度の地域教育懇談会は中止とさせていただきます。」 

                                    

  

 

校 長 木場敏朗 

もうすぐ梅雨が明けて，暑い夏がやってきます。 

 例年と異なる点として，授業時数の確保のために，１学期を７月３１日（金）まで延長して，夏季休業（夏

休み）を８月の１ヶ月間に短縮することにしました。夏季休業期間の短縮は，私の学生時代や教員になって

からも含めて記憶になく，誰もが初めて経験することだと思います。（下の枠囲みも参照してください。） 

 もう一つ例年と異なることとして，日常的にマスクを着用する必要性がある中で夏を迎えるということ

があげられます。 

 新型コロナウィルス感染の拡大を予防するためとはいえ，暑い季節にマスクを日常的に着用することは，

これまでに経験したことがなく，多くの人が，身体に少なからずの負担を感じることになると思います。笠

利中学校でも，校内で過ごす際には，原則としてマスクを着用することにしていますが，体温の放散を妨げ

るマスク着用の状況下で心配されるのは，「熱中症」の発生です。 

 笠利中学校では，現在，通常の授業を原則として，エアコンのある部屋で実施し，必要に応じて換気をし

ながら室温管理を行い，水分の補給もしっかりと行わせることで，熱中症の予防に努めています。３密の対

応に加えて，このような対応を当分の間は続けていくことにしています。 

 さて，６月１３日（土）には，家庭教育学級の学習も兼ねて「ハンセン病問題を正しく理解する取組」と

して，樹木希林さん主演の映画「あん」を生徒，保護者，職員で一緒に視聴しました。元ハンセン病患者の

主人公が人としての尊厳を失うことなく懸命に生きる姿から，真実を知らないことからくる「差別」や「偏

見」の怖さを思い知ることでした。 

 「差別」や「偏見」を生まないためもにも，私たちは次のようなことに気をつけていかなければならない

と再確認したところです。 

◎ 「正しい情報を得る」，「正しい知識を身に付ける」ことに努める。 

◎ 「心は，努力しないと育たない」ことを認識する。 

   ・ お互いを認め合う「心」を育てる。 ・ 相手を尊重する「心」を育てる。 

   ・ 相手のことをわかる努力をする。  ・ 他者との比較にこだわらない。 

 正しい知識をしっかりと身に付けて，みんなの力で，人権が尊重される社会を作っていきましょう。  

 これからも，生徒一人一人が輝けるよう職員一同，一丸となって支援して参りますので皆様の御理解と御

協力をよろしくお願いいたします。 

 

【笠利中学校の授業時数確保のための取組について（お知らせ）】 

 ４月に１０日間（教科の授業時数としては約５０時間）の臨時休業がありました。 

 笠利中学校では休業期間中に実施できなかった授業時数を確保するために，次のような取組を

してきました。 

 ◎ 学校行事等の見直し 

  ・ 校外学習の中止を含めた実施時期の見直し→６時間 

  ・ 高齢者福祉体験活動の実施形態の工夫（校外での体験学習から校内での体験活動への変

更）→４時間 

 ◎ 職員会議や職員研修の実施時間調整による月曜日６校時の授業実施→４時間 

 ※ 残りの不足した授業時数は，夏季休業（夏休み）期間の短縮により対応することにしてい

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

      

７月の主な行事 

令和２年度 笠利中だより 

      赤嶺ケ丘  
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ハンセン病問題を正しく理解する週間 

 歯科衛生士の丸田千草さんを

講師にお招きして，３年生を対

象に，歯に関する指導を行いま

した。一生おいしく食事ができ

るようにするためには，虫歯や

歯周病にならないように，日頃

からのケアがとても大切です。

１・２年生に対しては，養護教

諭の園田先生が指導を行いまし

た。歯磨きの意義からブラッシ

ングまで,丁寧に指導しました。

２人の先生方からの教えを生か

して，80 歳まで 20 本，自分の歯

でおいしく食事ができるよう，

毎日正しく歯を磨きましょう！ 

歯に関する指導 

 

「６月を振り返って」 

文責：教頭 前田 

教育長 年度当初学校訪

問 

 


